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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ル オ ロ ケ ミ カ ル 乳 化 剤 の 存 在 下 で 、 ペ ル フ ル オ ロ ビ ニ ル エ ー テ ル の 水 性 混 合 物 を
１ ミ ク ロ ン 以 下 の 平 均 エ マ ル ジ ョ ン 液 滴 径 ま で 予 備 乳 化 す る 工 程 と 、
　 ポ リ （ ペ ル フ ル オ ロ ビ ニ ル エ ー テ ル ） の 粒 子 を 生 成 す る た め に 十 分 な 温 度 お よ び 時
間 で 、 開 始 剤 の 存 在 下 で 、 前 記 ペ ル フ ル オ ロ ビ ニ ル エ ー テ ル を 重 合 す る 工 程 と 、
を 含 む ポ リ （ ペ ル フ ル オ ロ ビ ニ ル エ ー テ ル ） ホ モ ポ リ マ ー 分 散 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ペ ル フ ル オ ロ ビ ニ ル エ ー テ ル が 、 次 式 ：
Ｃ Ｆ 2 ＝ Ｃ Ｆ － Ｒ f

（ 式 中 、 Ｒ f は 、 少 な く と も ２ 個 の 原 子 か ら 成 る 鎖 長 を 有 し 、 か つ 少 な く と も １ 個 の 炭 素
原 子 お よ び １ 個 の 酸 素 原 子 を 有 す る 過 フ ッ 素 化 有 機 基 を 表 す ） で 表 さ れ る も の で あ る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

ａ ）

ｂ ）

前 記 Ｒ f 基 が 、 次 式 ：
－ Ｏ （ Ｒ 1

f Ｏ ） n （ Ｒ 2
f Ｏ ） m Ｒ

3
f

（ 式 中 、 Ｒ 1
f 、 Ｒ 2

f は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 １ ～ ６ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 直 鎖 状 ま た は 分
枝 状 ペ ル フ ル オ ロ ア ル キ レ ン 基 を 表 し 、 Ｒ 3

f は 、 １ ～ ６ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 直 鎖 状 、 分
枝 状 ま た は 環 状 の ペ ル フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 を 表 し 、 ｎ お よ び ｍ は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 ０
～ １ ０ の 整 数 を 表 す ） で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。

ペ ル フ ル オ ロ ビ ニ ル エ ー テ ル モ ノ マ ー の 濃 度 が 、 前 記 エ マ ル ジ ョ ン の １ 質 量 ％ ～ ７ ０ 質



【 請 求 項 ５ 】
　
【 請 求 項 ６ 】
　
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 請 求 項 ７ 】
　

【 請 求 項 ８ 】
　
【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
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量 ％ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

前 記 重 合 の 転 化 率 が 少 な く と も １ ％ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

前 記 乳 化 剤 が 、 次 式 ：

（ 式 中 、 ｓ は 、 ０ 、 １ ま た は ２ で あ り 、 ｔ は ２ ～ ４ の 整 数 で あ り 、 Ｇ は 、 １ 個 以 上 の 非 イ
オ ン 性 、 ア ニ オ ン 性 ま た は カ チ オ ン 性 親 水 性 基 を 含 有 す る 部 分 で あ る ） の モ ノ マ ー か ら 誘
導 可 能 な 繰 返 し 単 位 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

前 記 乳 化 剤 が 、
Ｒ f

a － Ｏ － （ Ｃ Ｆ 2 Ｏ ） k （ Ｃ Ｆ 2 Ｃ Ｆ 2 Ｏ ） p （ Ｃ Ｆ （ Ｃ Ｆ 3 ） Ｃ Ｆ 2 Ｏ ） q － Ｑ 1 － Ｃ Ｏ Ｏ Ｍ
、 ま た は
Ｍ Ｏ Ｏ Ｃ － Ｑ 1 － Ｏ － （ Ｃ Ｆ 2 Ｏ ） k （ Ｃ Ｆ 2 Ｃ Ｆ 2 Ｏ ） p （ Ｃ Ｆ （ Ｃ Ｆ 3 ） Ｃ Ｆ 2 Ｏ ） q － Ｑ 2 －
Ｃ Ｏ Ｏ Ｚ
（ 式 中 、 ｋ 、 ｐ お よ び ｑ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ５ の 値 を 表 し 、 か つ ｋ 、 ｐ お よ び ｑ の 合 計 は
、 数 平 均 分 子 量 が 少 な く と も ２ ０ ０ ｇ ／ モ ル で あ る よ う な も の で あ り 、 Ｒ f

a は 、 ２ ～ ４ 個
の 炭 素 原 子 を 有 す る ペ ル フ ル オ ロ ア ル キ ル 基 を 表 し 、 Ｍ お よ び Ｚ は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、
水 素 ま た は カ チ オ ン を 表 し 、 Ｑ 1 お よ び Ｑ 2 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 、 － Ｃ Ｆ 2 － ま た は － Ｃ
Ｆ （ Ｃ Ｆ 3 ） － を 表 す ） か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

前 記 開 始 剤 が 水 溶 性 開 始 剤 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。

繊 維 基 材 を 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ル オ ロ ポ リ マ ー 分 散 体 に 接 触 さ せ
る こ と を 含 む 、 繊 維 基 材 の 処 理 方 法 。

前 記 繊 維 基 材 上 に 得 ら れ る 前 記 フ ル オ ロ ポ リ マ ー の 量 が 、 前 記 繊 維 基 材 の 質 量 を 基 準 と
し て ３ 質 量 ％ 以 下 で あ る よ う な 量 で 、 前 記 フ ル オ ロ ポ リ マ ー 分 散 体 が 前 記 繊 維 基 材 に 適 用
さ れ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。

前 記 少 な く と も 一 表 面 の 前 記 部 分 に お い て 、 前 記 繊 維 基 材 の 撥 油 性 お よ び ／ ま た は 撥 水
性 を 更 に 改 善 す る こ と が で き る 補 助 成 分 、 あ る い は 前 記 繊 維 基 材 に 改 善 さ れ た ソ イ ル ／ ス
テ イ ン リ リ ー ス 性 を 付 与 す る こ と が で き る 補 助 成 分 を 更 に 含 む 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。


	header
	written-amendment

